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新潟県

長野県

栄村 秋山郷

このあたり

東京から

車で

3時間

最寄り駅は

越後湯沢

冬季は栄村役
場に行くにも
新潟県を通る
しかない！

役場



人口：157人（R6.4月時点）

栄村全体では1550人程度

集落数：５集落（うち１集落は旅館３件）

高齢化率：72.6％（65歳以上114名）

15歳以下：1名（R7.4月時点）

最大積雪量：大体毎年3メートルぐらい

産業：観光と自給農業、キノコや山菜採り



現在
（R6）

10年後 20年後

推計はコーホート変化率＋アテ （人口が少ないと1人増加した時の変化率が高くなるため）



秋山郷のイメージって・・・？
秘境（バブル～平成初期は秘境ブームに沸いた）

紅葉

苗場山登山（100名山）

渓流釣り

焼畑の里

マタギの里

鈴木牧之（江戸時代の作家。ベストセラー『秋山記行』を書いた）

平家の落人の里

湯治場







苗場山にぜひお越しを！
7月中下旬がおすすめです。
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平成30年2月22日

準備会の設立

秋山郷の地域づくりをみんなで考える場を作り
たい、という思いから「秋山郷地域づくり協議会
設立準備会」設立。

※このころ小学生も０人になり住民が大きく関わ
りイベントなども行っていたPTA活動がなくなる



令和2年6月

秋山区長会の解散

行政との橋渡しを行っていた5集落全体の区
長会が高齢化による負担増により無くなった。
村に要望があげられなくなる問題が！

※栄村では集落＝区とみなしおおよそ30区に分
かれている。



令和3年5月16日

区長会の役割と会計を引き継ぐ形で、「秋山郷
地域づくり協議会」設立

秋山地区としての毎年の役場への要望活動のほ
か、アンケートなどの意見集約
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一番の発端はジビエ加工施設を設置して、秋山
郷の地域活性につなげたいという思いを持った方
がいたから。

肉と共に内外に文化を発信

マタギ文化や地域の文化の継承

民宿等の再活性化

⇒ひいては関係人口・人口増などにつなげる…



⇒補助金の申請へ
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BUNGORO 

秋山郷ジビエ加工センター

長野県 栄村

秋山郷

秘
境
の
マ
タ
ギ
は
、
山
の
恵
み
と
共
に
生
き
る
。

私たちは山を敬い、山の動植物と共に生き、その恵みをいた

だきながら暮らしを営んでいます。共に生きる獣達の中でも

熊は特別で、私たちは熊を獲ることを「熊の仲間になる」と言い

ます。また、狩りの前後でお祈りをする、毎年 2 月には山の

神に豊猟・豊作や安全を祈る「十二講」という供養祭を行う

など、自然と共にあることが日々に深く根付いています。

その様な自然と共に生きる思いや考え方を後世に残してい

くためにも、ぶんごろうではただ食肉としてジビエを消費し

てもらうだけでなく、マタギ文化を含む秋山郷の文化や風

景をジビエ肉にのせて発信していきたいと考えています。そ

して、私たちの肉を通じて、自分が口にする食べ物の背景に

思いを馳せ、自然や命の在り方について考えるきっかけに

なればと願っています。
2 ぶんごろうとは？

ぶんごろうの名は信州秋山郷のマタギの祖である「山

田文五郎」からとっています。文五郎の思いや暮らし

を未来へ繋げていくという思いを込めました。

3 ジビエの活用

本施設では熊を中心に鹿・猪を取り扱っています。近年、気

候変動や生活の変容もあり、秋山郷でも他の地域と同様に獣

の個体数や農作物等の被害の増加など、自然とのバランスが

崩れ始めています。バランスを保てるように、受け継いだ技

術を活かし、清浄な精肉や、骨、皮などすべての資源の利活

用に勤めています。

加工品の開発
ペット用のジャーキー（肉・骨）やソー

セージ等の加工品も開発中です。原

皮や毛皮もお気軽にお声掛けくださ

い。

利用の推進
秋山郷の旅館や民宿では、ジビエ肉

を活用した料理を味わうことができ

ます。マタギ文化も体感できますの

で、ぜひ一度秋山郷を訪問ください！

ぶんごろうが大事にしていること

狩の手順

祈る

狩る

捌く

鞣す 食べる
加工品
にする

…安全祈願、山への感謝

…チームワークを大事に

…資源の利活用

1 歴史について

秋山郷のマタギは江戸時代に秋田マタギが獣を追いかけ、

この地にたどり着いたことから始まりました。マタギは

獣を獲るだけでなく、山の魚や植物を巧みに利用・保存し、

食べ物や衣や住に、そして薬としても扱い販売するなど、

自然資源利活用の「ジェネラリスト」として暮らしてきま

した。そこから 250 年、秋山郷では今でもその精神と技

術を受け継ぎ、山の恵みとともに生きています。

信州 秋山郷の「秘境のマタギ」、秋山猟友会。
マタギの文化や歴史を

その肉と共に伝えたいと考えています。

＜お問い合わせ＞

長野県下水内郡栄村小赤沢
（番地なし）
秋山猟友会

About 
BUNGORO
& the MAP



秋山郷のマタギの

服装と道具

今

1月 狩猟

2月 ウサギ狩り

十二講

3月 春の準備

除雪が終わる

4月 春熊猟

5月 山菜採り

保存加工

6 月 タケノコ採り

畑仕事

7月 イワナ釣り

8月 罠猟（有害駆除）

9月 きのこ採り

保存加工

10月 木の実拾い
( 栃の実など )

11月 秋猟

冬の準備

12月 狩猟

除雪の始まり

秋山郷のマタギの

年間スケジュール
一例

ゆで落花生 手作り豆腐

干し
コゴミの
胡麻和え

キクラゲの佃煮 フキ佃煮

鹿のロースト

クマ鍋 シナノユキマス

の刺身

野沢菜の

醤油漬け

きのこと
大根おろし
の和えもの

キクラゲ入り

イモなます
せえ

（ハレの日の

煮物盛り合わせ）

塩漬け
きのこと
キャベツの
和えもの

※ 山の資源保全のため、山菜やきのこ、野草等の採集は基本的に住民のみ

となっております。

また、山はほぼ私有地です。命に関わるけがや事故の可能性もあるため、み

だりに立ち入らないようにお願いします。

冬

秋山郷の

おもてなし料理
一例

夏

協会の帽子

視認性の良い
ベスト

銃

リュック

ツエンボ
（杖ん棒）

ハックイ

アシッコ
（脚半）

長靴

ズッポガサ

★テカワ
（手袋）

ハバキ
（スネあて）

★アシグツ

タス
（植物を粗く

編んだリュック）

★キカワ
（背中あて）

ハックイ
（雪かきベラ）

カンジキ

★はカモシカ等動物の皮製

銃

夏野菜と
きのこの
天ぷら

きのこと
野沢菜の
天ぷら
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活動を継続するにあたって補助金後に変えたこと

部会活動の運営・会計を協議会自体の運営から
切り離し、独自でやってもらうことにした。

協議会としては活動の把握のみ。

話し合い中にやりたい！という事が出てきたら
大枠を決めてあとは個別にやってもらう方式。



協議会の運営は集落から代議員を出してもらい
2か月に一度ほど代議員会、
代議員会の前に、協議内容を打ち合わせる
代議員会運営委員会（会長・副会長・議員・事務

局で構成）を開催することで構成。

規約上代議員会運営委員会や会長に決定権はない
↑
代議員や運営委員会が全部把握して指示していく

のは無理なので、部会は独自運営でよいのでは？と
なった。



課題

・事務局の不在

⇒地域に運営事務を担える人材が不足

意外と役割が多い。

・活動資金のなさ

⇒部会活動を切り離したので「協議会」として
は各戸から1000円づつ頂いているのみ

⇒⇒ 地域おこし協力隊の活用で何とかクリア

でも継続していくには協力隊が来てくれる地域の魅力を

継続的に振り返り確かめ、更新していく必要が…。



課題

・地域住民にまだ協議会の活動が浸透していない

⇒地道に頑張るしかない？

「協議会って何やってんだい？」というこえ
があり、便りを配り始めたが…。



課題

・協議会内部（代議員）でも目的やビジョン、運
営方法の考え方のずれがある。

⇒区長会の解散や補助金申請もあり、十分な話し
合いが行われないまま設立。

ビジョンの策定も行ったが方法について策定時に
揉めて引きずっている。



・地域住民にまだ協議会の活動が浸透していない

・協議会内部（代議員）でも目的やビジョン、運営
方法の考え方のずれがある。

⇒個人的には補助金をもらえるうちにどれだけ上記2
点を詰められるかにかかっている気がします。

ファシリテーションを客観的・ポジティブにできる
人が必要
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農作物やジビエ等は進めつつ…

新たな？イベントの開催も





まだ地域内の活動が多いので、それをどれだけ外の方も巻き込みながら広
げていくことができるかがこれから大事なのでは。と個人的には考えてい
ます。

でも具体的な動きになるとなかなか難しい。

まだ地域内の活動が多いので、それをどれだけ外の方も巻き込みながら広
げていくことができるかがこれから大事なのでは。と個人的には考えてい
ます。

でも具体的な動きになるとなかなか難しい。



ご清聴ありがとうございました

苗場山にぜひお越しを！
7月中下旬がおすすめです。
登山は3～4時間
下山は２～３時間目安です。

苗場山にぜひお越しを！
7月中下旬がおすすめです。
登山は3～4時間
下山は２～３時間目安です。


	スライド 1: 秋山郷地域づくり協議会の これまでとこれから
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7: 秋山郷のイメージって・・・？
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10: 苗場山にぜひお越しを！ 7月中下旬がおすすめです。
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45: 苗場山にぜひお越しを！ 7月中下旬がおすすめです。 登山は3～4時間 下山は２～３時間目安です。

